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　小学生のころからサッカー漬けの毎日を送っていた平間匠さん。

サッカーで鍛えられた体と、チームプレーの経験が「工事現場の技

術者という仕事で非常に役立っている」という。

　平間さんが生まれたのは山形県長井市で、高校卒業まで過ごした。

小学３年でスポーツ少年団のサッカーチームに入った。「ちょうど

Ｊリーグがスタートしたころで、日本中が盛り上がっていた。小学

校の時はサッカーをやっていた思い出しかない。チームプレーで勝

利を目指すのが面白かった」と振り返る。

　勉強の方は、数学や理科は好きだが、文系科目は苦手という典型

的な理系タイプ。大学は秋田大学工学資源学部土木環境学科に進ん

だ。「特に土木、建築の意識はなく、ものづくり関係の仕事に就き

たかったのがこの学科を選んだ理由。かなりアバウトな決め方だっ

た」と話す。

　大学でもサッカーは続けたが、居酒屋の厨房（ちゅうぼう）のア

ルバイトにはもっと励んだ。「料理をつくるのが楽しくて、それに

一人暮らしだったので、まかないご飯が食べられたのが何よりうれ

しかった」と笑う。

　大学４年の春、平間さんは大学院への進学を考えていたが「試し

に１社だけ就職試験を受けてみよう」と選んだのが渋谷建設だった。

「長男ということもあり、就職するなら山形県内が良いと思った。

県内でも屈指の会社なので、給与面なども期待できる」というのが

主な理由だ。

　会社からはすぐに内定通知が届いた。「正直、驚いた。試験は手

応えがなく、内定をもらえるとは思っていなかった」といい「大学

院進学との迷いもあったが、いずれは就職するつもりだったので、

このチャンスを手放してはいけない」と覚悟を決めた。

　入社後２カ月ぐらいで、山中の砂防（さぼう）工事の手伝いをす

るようになった。砂防とは、土砂災害を防止するために行うもので、

山中に堤防などを築く。「分からないことだらけで、どんなに暑く

ても、雨が降っても現場は動いた。冬場は雪が降り、寒さに凍え

た」と語る。

　さらに「平日は仕事でくたくたになり、寮に帰ってもご飯を食べ

てお風呂に入って寝るだけ。日曜日は休めることが多かったが、土

曜日はほぼ出勤した。体力勝負のところがあり、その意味ではサッ

カーをやっていて良かった」と懐かしむ。

　初めて現場代理人（所長）を任されたのはバイパス道路の舗装工

事だった。それまでは先輩が指示を出してくれていたので「言うこ

とを聞いて、それをこなせば良かった」が、社長に代わって現場を

運営する立場となり「常に何かを考えていた。きょう、明日、１週

間後、１カ月後に何をすればいいか。毎日があっぷあっぷの状態だ

った」と回想する。

　もう一つ、思い出に残る工事がある。酸性度の強い河川近くの堰

堤（堤防）工事で、中国産の御影石を型枠に使って生コンを打設し

ていくものだ。現場は地すべり地帯の末端にあり、土を掘っては崩

れの連続だった。「現場条件は厳しいが、その分やりがいがある。

作業員さんたちとチームを組み、さまざまな困難を克服し、完成検

査が終わった瞬間は、まるでサッカーの試合に勝った時のようだ」

と目を輝かせる。

　現在は、奥さんと娘さんの３人暮らし。家族の大黒柱となり、ますます

仕事に精を出す毎日だ。もちろん、休日の家族サービスも欠かさない。

狙い定め県内屈指の会社に就職
チームプレーで困難をやりがいに
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　平間さんが担当している現場

は、山形市と山辺町を結ぶ県道

バイパスの新設工事だ。水田の

中を通る道路なので、地盤が非

常に軟らかい。このため、〝載

荷盛土〟という作業を行う。沈

下が予想される地盤の上に大量

の土を盛り、その重さで地盤を

沈下させ、強度を増加させるも

のだ。

　また、まわりも水田なので農

繁期は工事ができない。稲刈り

が終わった秋から工事を始め、

翌年の春までに完成させる必要

がある。

工事部課長補佐

平間　匠さん
1982年9月22日生まれ。山形県長井市出身。
１級土木施工管理技士、監理技術者、２級さく井技能士

渋谷建設 株式会社
本社／〒990-2423
山形県山形市東青田5-1-5
TEL.023-634-4282　FAX.023-634-4156
ＵＲＬ　http://www.shibuken.co.jp

　鳶や鉄筋工などの作業員が、結

束線と呼ばれる針金で鉄筋を束

ねる道具。締めすぎると結束線が

ちぎれてしまうので、経験を積ん

で感覚をつかむ。

ハッカー

　平間君の仕事ぶりを見ていると「感性」を高いレベルで
持った技術者であると感じます。土木技術そのものへの探
求心が旺盛であり、常に柔軟な対応ができる人材です。
　「土木工学は経験工学」と言われますが、その反面、独
自の創造性と感性が不可欠であり、それらを兼ね備え、積
極的に仕事ができる「技術屋」であるとともに、これから
も信頼され地域社会の発展に貢献するリーダーとなって活
躍することを期待しています。
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建築用語

●●●●職 場 訪 問

●●●●●現 場 の １ 日

［ 取締役工務安全管理総括部長 今井義雄氏 ］［ 取締役工務安全管理総括部長 今井義雄氏 ］

6：00
7：00
8：00
9：00
10：00

12：00
13：00

17：00

21：00

23：00

15：00

6：00
起床　仕事の日はこの時間に起床
6：50
出勤　だいたいこの時間に出勤

7：30
現場到着　現場にはいつも一番のり

9：00
位置出し・丁張り設置

12：00
昼食　お昼休み！今日の弁当は何かな？

23：00 
入浴・就寝　一日ご苦労様でし
た。あしたまた頑張ろう。

8：00 
朝礼　朝礼とKY活動(安全・作業
指示)「今日も一日御安全に！！」

10：00 
休憩　みんなで休憩　よっこいしょ！

13：00 
仕事再開　さて現場、現場！　状況写
真とらねば！

15：00
休憩　作業員さんとコミュニケー
ション。

21：00
帰宅・夕食　疲れたー…まずはご飯だ！

17：00
作業終了！皆様お疲れ様でした！　さー
て事務所で明日の丁張り計算、書類だ！



Fukushima
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　埼玉県飯能市に生まれた木村絵梨子さんは、父親に里山に連れら

れ、兄と一緒にチョウチョを追いかけるなど、外で遊ぶことが大好

きな活発な子どもだった。

　建設業界を志したきっかけは、小学校低学年の時で、「テレビで

見た外国の建物が格好良い」と思ったから。その時に、どうすれば

建設業界で働けるか相談した祖母の「算数をがんばった方がいい」

との言葉を信じ、１０歳になる前から理数系の勉強に勤しんだ。

　中学校時代には、埼玉県屈指の実力を誇っていた吹奏楽部に入部

し、ステアドラムを担当。持ち前の熱意で部活動に力を注ぎ、全国

大会への出場を果たした。

　建設業は、世間では「きつい」・「汚い」・「危険」の〝３Ｋ〟のイ

メージを持たれることも多い。しかし、高校への進路選択の時期に

なっても、「３Ｋの印象は思いつかず、いつか自分が手掛けたい建

物の完成イメージしか頭になかった」と建設業界への歩みは揺らぐ

ことはなかった。西武学園文理高校理数科を経て、東洋大学工学部

建築学科に進学。大学卒業後は東京都内の企業に就職し、新米建設

人として内装デザインの仕事に携わった。

　その後、結婚を機に退職し、福島県会津若松市に移り住んだ木村

さん。市内の工務店で事務職に就いたものの、改めて建築について

学ぶため、職業能力開発促進センター（ポリテクセンター）に入校

し、実習を通して技術を磨いた。

　木村さんはなぜ、〝建築〟にこだわり、努力し続けることができ

たのだろうか。それは、幼いころの憧れだった「一から自分で建物

を設計してみたかった」との熱意を持ち続けていたからだ。

　自己研鑽を重ねた甲斐もあり、2011年度にはセンターの紹介で、

会津地域住民の快適な暮らしづくりに努めている会津板下町の老舗

建設会社・マルト建設に入社した。

　入社後のデビュー戦はおばあちゃんのために、遠くに住んでいる

家族が建てようとしていた一軒家だ。担当した内容は、建物の設計

から工事完了までの監理業務で、「現場はベテランの男性作業員ば

かりだったため、打ち合わせで話に付いていけずに戸惑うことが多

かった。作業員とのコミュニケーションに四苦八苦していた毎日だ

った」という。

　しかし、社内では多くの女性社員に励まされ、現場では作業員が

性別関係なく接してくれたおかげですぐに打ち解けることができ、

無事完成にこぎ着けることができた。完成後には、「おばあちゃん

に〝良い家をつくってくれてありがとう〟と感謝の言葉をもらい、

達成感と充実感で胸がいっぱいになった」と当時を懐かしむ。

　福島の山間部では、真冬の厳しい寒さの中で工事が行われること

もある。それは、５～６枚重ね着した中にホッカイロを貼り付けて

も寒さが身にしみるほどだが、その都度〝おばあちゃんの家〟を思

い出し、気合いを入れ直しているという。

　現在、木村さんは業務の一環として、地域の女性技術者らで構成

する団体「會津（あいづ）　美ＬＡＤＹ」の一員として活動してい

る。女性ならではの視点で現場のパトロールなどを行い、後進の女

性技術者が働きやすい環境づくりに取り組んでいる。建設業界を志

す女性には、「興味があれば頑張れる。コミュニケーション力があ

れば、うまくいくことも多い」とメッセージを送る。

　休日は気の合う仲間とバンドでドラムを鳴らしているとか。長期

の休みがあれば、大好きな建物を見にドライブに行ってしまう情熱

的な建設人だ。

祖母の一言きっかけに夢追い続ける
「ありがとう」の言葉に達成感
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　木村さんが現在携わっている

のは、公共の備蓄倉庫新築工事。

現場で職人が施工するために必

要な情報を記していく「施工図」

を作成している。

　その中でも、建物を建てる上

で最初に取り掛かる「基礎」の配

置や形状を示す平面図は、ドアの

位置や壁の寸法などを考慮に入

れながら描いていく正確性が求

められる作業だ。

　工事の作業スピードや完成度を大

きく左右するだけに、「正確かつ誰が

見ても一目で分かるように仕上げて

いく」と力を込めて取り組んでいる。

建築部主任

木村絵梨子さん
1985年6月2日生まれ。埼玉県飯能市出身。
１級建築施工管理技士、２級建築士

マルト建設 株式会社
本社／〒969-6576   
福島県河沼郡会津坂下町大字牛川字砂田565
TEL.0242-83-0010　FAX.0242-83-0023
ＵＲＬ　http://www.maruto-aizu.com/

　木材などの表面に加工するた

めの基準線を引くときに使用する。

墨を浸した糸の両端を固定し、糸

を指で弾くことによって一気に直

線を引くことができる。

墨つぼ

　我が社の建築部には、３人の女性技術者がおります。木
村君はその中堅です。もともとは関東の出身ですが、大学
時代のお付き合いで、ご主人の故郷〝あいづ〟に嫁いでこ
られました。
　慣れない雪国の風土の中にもかかわらず、持ち前の勉強
熱心さと真面目さ、明るさで社内はもちろん、お客様から
の信頼は絶大です。着実に実績を積み上げ、女性ならでは
の感性を生かしながら、男性以上の仕事ができる人材だと、
大いに期待しています。

Fukushima
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教えて!

建築用語

●●●●職 場 訪 問

●●●●●休 日 の １ 日

［ 執行役員建築統括部長 鈴木和弘氏 ］［ 執行役員建築統括部長 鈴木和弘氏 ］

9：00

12：00

10：00

14：00

18：00

20：00

22：00

24：00

16：00

9：00
起床　予定に合わせて起床。基本
的に休日は出来るだけいっぱい寝
たい(笑)軽くフルーツグラノーラで
済ます。

20 : 00 
帰宅　イッテQ！を観ながら勉
強しようかなと思うけど、はか
どらない・・・(笑)

16：00
買い物　本屋や雑貨屋をぷらぷ
ら。建築の本やインテリアの本
を立ち読み。

12 : 00 
昼食　前の会社の先輩とランチ。
良さそうなお店を調べて行くこ
とが多い。今日はピザ窯のある
イタリアンのお店。

18：00
夕食　旦那と近所のラーメン屋
へ。ここの醤油ラーメンが好き。

22：00
勉強　試験に向けて少しでも勉強しないと！

24：00
入浴就寝　明日の目覚ましをセ
ットして、就寝。

14：00
カフェ　食事の後はカフェへ。
近況報告、建築の話、本の話、
映画の話などで盛り上がる。

10：00
掃除洗濯片付　掃除洗濯片付な
ど家の事をする。飼っているウ
サギにちょっかいを出したり、
テレビ(サンジャポ)に夢中になり
ついつい手を止めてしまう。
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